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富
山
県
鑿
井
協
会 

第
二
十
八
回
定
期
総
会

を
令
和
五
年
四
月
二
一
日
（
金
）
富
山
県
鑿
井

協
会
事
務
所
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

八
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
原

案
通
り
議
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

前
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
に
併

せ
て
自
由
民
主
党
富
山
県
鑿
井
協
会
支
部
の
収

支
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
役
員
改
選
で
は
全
役

員
が
再
選
し
ま
し
た
。 

な
お
、
正
会
員
十
一
社
、
賛
助
会
員
三
十
三

社
と
な
り
ま
し
た
。 

令和５年度役員 

正 会 員 

会 長 土合 拓也  ㈱ 日 東 

専務理事 土肥 勝則  ㈱土肥鉄工 

理 事 塚越 茂廣  内山鑿泉工業㈱ 

理 事 河原 嘉昭  ㈱ホクコク地水 富山営業所 

監 事 丸田 勝文 ㈲ 丸さく 

賛助会員 

会 長 中西  修  富山テレビ放送㈱ 

副会長 佐伯 欣宣  ㈱北日本新聞開発センター   

顧  問 

    宮 本  光 明  富山県議会議員 

    アレマー玉井  富山観光プレゼンター 

 

 

懇
親
会
に
先
立
ち
、
講
演
会
を
開
催
し
、
東
洋
通
信
工
業
株

式
会
社 

営
業
部
次
長 

山
崎 

英
介 

氏
に
『
中
小
企
業
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
』
に
つ
い
て
ご
講 

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

新規賛助会員 

  ㈱ 弥 生 園 芸   富山県富山市 

  ㈱リーヴルウエスト 東京都練馬区 

 

 

令
和
五
年
度
事
業
計
画 

〈
総
務
部
会
〉 

① 

か
わ
ら
版
の
発
行 

② 

危
険
予
知
強
化
講
習
会
の
実
施 

③ 

『
井
戸
の
日
』
啓
発
活
動 

〈
技
術
部
会
〉 

① 

消
・
融
雪
設
備
計
画
業
務
の
推
進 

② 

災
害
時
用
井
戸
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
普
及
啓
発 

③ 

鑿
井
人
の
発
掘
と
育
成 

④ 

井
戸
管
理
技
術
の
平
準
化 

 

令
和
五
年
五
月
三
一
日(

水) 

午
後
六
時
よ
り
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
富
山 

鳳
の
間
に
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
会
員
、
賛
助
会
員
、
来

賓
四
十
一
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

来
賓
に
は
、
富
山
県
危
機
管
理
局
次
長 

中
林 

昇 

氏
、
富
山
県
土
木
部

参
事
・
管
理
課
長 

本
江 

誠 

氏
、
野
上
浩
太
郎
議
員
秘
書 

小
林 

晴 

氏

を
お
招
き
し
ま
し
た
。 

 

初
め
に
、
定
期
総
会
の
役
員
改
選
で
決
定
し
た
新
役
員
の
紹
介
が
あ
り
、

土
合
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
皆
様
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

富
山
県
議
会
議
員
で
顧
問 

の
宮
本
光
明
氏
よ
り
ご
挨
拶 

と
乾
杯
の
ご
発
声
で
開
宴
し 

ま
し
た
。 

 

自
民
党
優
秀
党
組
織
表
彰 

受
賞
に
よ
り
い
た
だ
い
た
祝 

電
の
披
露
や
、
新
規
賛
助
会 

員
の
紹
介
、
顧
問
ア
レ
マ
ー 

玉
井
氏
の
マ
ジ
ッ
ク
披
露
で 

大
変
盛
り
上
が
り
、
和
や
か 

な
雰
囲
気
の
中
、
交
流
を
深 

め
ま
し
た
。 

講演会の様子 

宮本光明県議による県政報告 土合会長による挨拶 

表彰状及び記念品 

 

講
演
会
終
了
後
、
当
協
会
顧
問
で
富
山
県
議
会
議
員 

宮
本
光
明
氏
に

よ
る
県
政
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
四
月
の
県
議
会
議
員
選
挙
で
六
回
目
の
当
選
を
果
た
さ
れ
、
旧
八

尾
町
議
会
議
員
時
代
と
合
わ
せ
る
と
九
期
、
三
十
年
政
治
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
、
持
続
可
能
な
社
会
を
作
る
た
め
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
活
動
内
容

に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま 

し
た
。 

 
 

 

《
議
案
》 

第
一
号
議
案 

令
和
四
年
度
会
議
実
施
報
告
承
認
の
件 

第
二
号
議
案 

令
和
四
年
度
事
業
実
施
報
告
承
認
の
件 

第
三
号
議
案 

令
和
四
年
度
収
支
決
算
承
認
及
び
会
計
監
査
実
施
報
告
の
件 

第
四
号
議
案 

令
和
五
年
度
役
員
改
選
の
件 

第
五
号
議
案 

令
和
五
年
度
会
員
入
退
会
報
告
の
件 

第
六
号
議
案 

令
和
五
年
度
会
費
の
額
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
決
定
の
件 

第
七
号
議
案 

令
和
五
年
度
事
業
計
画
（
案
）
承
認
の
件 

第
八
号
議
案 

令
和
五
年
度
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件 

 

自民党定期大会の様子（富山県民会館大ホール） 

 

 

 自由民主党富山県鑿井協会支部は、令和 5 年 5

月28日(日)の第71回自民党富山県連定期大会にお

いて、日頃からの活動や党勢拡大を評価され、優

秀党組織表彰を受賞しました。 

 当日は当支部から４人が出席し、連合会会長か

ら支部長 土合拓也に表彰状と記念品が授与され

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和
五
年
六
月
一
日(

木)

太
閤
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

て
、
第
十
八
回T

S
A
G

杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

青
空
の
下
、
二
十
名
（
六
組
）
が
親
睦
を
深
め
な
が
ら
ゴ
ル

フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

優 勝 宮田 敬三（㈱オキタ） 

準優勝 山口 洋祐（東洋通信工業㈱） 

３  位 宮本 光明（富山県議会議員・顧問） 

 

人
口
減
少
対
策
や
子
育
て

支
援
、
公
共
交
通
の
充
実
な

ど
政
策
を
実
現
す
る
に
は
、

地
域
の
声
や
専
門
家
の
話
を

聞
き
、
実
態
を
調
査
し
て
立

場
の
枠
を
超
え
た
チ
ー
ム
で

議
論
し
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
な
ど
、
大
変
熱
心
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

も
宮
本
先
生
の
活
動
を
応
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

近
年
急
激
に
増
加
し
て
い
る
サ

イ
バ
ー
攻
撃
に
つ
い
て
、
国
内
の
事

例
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い

て
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

個
人
や
企
業
の
情
報
と
デ
ジ
タ

ル
環
境
を
守
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
の
必
要
性
に
改
め
て
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。 

参加者の皆さん  

○祝  顧問 アレマー玉井氏 ご出演 

アレマー玉井氏が師匠・ナポレオンズのボナ植木氏と共演！ 

プリンセス天功さんの豪華なイリュージョンと楽しいマジックで 

驚きと笑いと感動に包まれました。 

まじっく まじっく ＠高岡 ２０２３年８月２０日（日）開催 

 

 


